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に対する放射線治療は一回 1.8 ～ 2.0 Gy，計 60 ～
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CT 画像を撮像する．得られた CT 画像は 3 次元計
画の基礎となるが，照射野のマージンを決定するた
めには腫瘍の呼吸性移動をも評価しなければならな





































は 52 症例で 5 cm 未満の腫瘍に対し 60 Gy/3 回の
照射が行われた．観察期間中央値 4 年で無病生存率
（Disease Free Survival 以下 DFS）26％，全生存
率（Overall Survival 以下 OS）40％という結果で
あった．原発病変の再発は 7％のみであったが，局
所領域の再発は 3 年で 13％に認められた．有害事
象は G3 が 15 例，G4 が 2 例にみられたが，G5 は認
められなかった23）．RTOG0618 では同様に 33 例の

























　オランダ，Haasbeek らは中枢性病変 63 例（肺門
37 例，心臓縦隔26 例）に1回 7.5 Gyで 8回のSBRT
を行い，末梢性病変の治療例と比較した．観察期間
中央値 35 か月で G4，G5 の有害事象を認めず，G3
がわずか 4 例（2 例は胸痛，2 例は呼吸苦の増悪）
であった．3 年の OS，局所制御率とも中枢性病変
症例が末梢性症例を凌ぐ結果となった（64.3％ vs 
51.1％ p＝0.09，92.6％ vs 90.2％ p＝0.9）32）．
　20 の研究報告を対象にレビューしたグループに
よると 563 例の中枢性病変への SBRT を解析した
ところ G3，G4 の有害事象を 8.6％，関連死を 2.7％
に認めた．これは末梢性病変への SBRT よりも多
い数字ではあるが，3 年の局所制御率，OS はそれ

























































































Onishi et al. 17） 257 1-14 fr（30-84 Gy） 両方 84％（5 年）
G3 以上：肺 5.4％ 食道 1.0％ 
 皮膚 1.2％
Nagata et al. 18） 104 4×12 Gy 両方 3年 PFS 69％
G3：呼吸困難 9％ 肺臓炎 7％ 
肋間痛 2％ 咳嗽 1％
G4：呼吸困難 1％
Baumann et al. 19）  57 3×15 Gy 末梢 92％（3 年） G3：28％ G4：1.7％
Senthi et al. 20） 676 3-8 fr （54-60 Gy） 両方 89％（5 年）
Timmerman et al. 14）  70 3×20-22 Gy 両方 95％（2 年） 肺臓炎 6％ 肋骨骨折 3％
Brown et al. 21）  59 1-5 fr （15.0-67.5 Gy） 両方 DFS 90％ G3 肺臓炎 7％
Van der Voort et al. 22）  70 3×12-15 Gy 末梢 96％（2 年） 遅発性障害 10％
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で少なくとも 3 つの報告があり，計 264 症例が解析
されている．局所制御率はT1，T2でそれぞれ93％，
73％であった．3 年生存率は手術と同程度であり，
5 年生存率は T1，T2 でそれぞれ 72％と 62％であっ
た．領域と遠隔再発は 20％であった10，53，54）．
　Zheng らは 2000 年から 2012 年の間に出された
研究報告を対象としてメタ解析を行い，手術可能な
1 期非小細胞肺癌の手術例と SBRT 例の結果とを比
較した．SBRT の 40 報告（うち 30 はレトロスペク
ティブ）4,850 症例と手術の 23 報告（全てレトロス
ペクティブ）7,051 症例が含まれている．SBRT 例
は年齢中央値 74 歳で，手術例は 66 歳であった．観
察期間の中央値はSBRTで28か月，手術で37か月．














間中央値は SBRT で 40.2 か月，手術群で 35.4 か月．
SBRT 群での死亡は 1 例のみであったのに対し手術
群は 6 例であった．3 年での推定 OS は SBRT 群で
95％，手術群で 79％（ハザード率 0.14，95％信頼
区間は 0.017 ～ 1.190，p＝0.037）3 年無再発生存率
は SBRT 群で 86％，手術群で 80％（ハザード率
0.69，95％信頼区間は 0.21 ～ 2.29，p＝0.54）G3 の
有害事象は SBRT 群で 3 例（10％），G4 は認められ
なかった．手術群では 1 例で手術の合併症で死亡，










1 秒量，DLCO の低下は認められる55，59，60）が QOL や
生存に影響するまでには至っていない60-66）．うち 1
報告で，低い BMI 例，肺の 20 Gy 照射体積が大きい
例，治療前 FVC の高い例は FVC が 10％以上低下
する予測因子となるとしている62）．それ以外の報告
では肺毒性に対する予測因子は認められなかった．
　RTOG0236 での末梢性病変に対する SBRT 例で









られた．92 例の手術不可例について SBRT 後の評









3 年の生存率は SBRT でそれぞれ 79 ～ 95％，43 ～












2017 年から 2018 年に肺癌に対して施行された体幹
部定位放射線治療についてまとめた．症例数は昭和
大学病院が 28 例，昭和大学藤が丘病院が 4 例の計
32例．28例は原発性であり，4例は転移性であった．
97％の症例で CR ～ PR となり，全例で再増大を認
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